
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ご挨拶 

 

本日はお忙しい中、私たち卒業生主催の卒業コンサートにご参加頂きありがとうございま

す。 

人生のモラトリアム期とも言われている大学生活にも終止符が打たれようとしています。私

の大学生活を振り返ると、ピアノの会以外にも多くのコミュニティで活動し、飛び回っていたよ

うに思います。けれども、そのコミュニティの中でピアノの会が一番のホームでした。どんなに

忙しい時期でも部室に行けば、仲間が声をかけてくれてほっとしました。また、しばらく高校卒

業まで疎遠になってしまっていたピアノに対する思いを再燃させてくれたのは、ピアノの会でし

た。家族もうなずくほどに練習に打ち込みましたし、３年次の会長の仕事は引退時に号泣する

ほどやり切って、全ての生活の原動力となっていました。４年次はつらかった研究生活に光を

ともしてくれたのもピアノの会です。ピアノの会は、私の大学生活の糧でした。 

 

私たち卒業生はこれからそれぞれの進路に旅立ちます。今までとは全く違った世界に飛び

込むことになるでしょう。しかし、どんな時でも暖かく出迎えてくれたピアノの会の仲間を忘れま

せん。時には共に苦しみ、時には声をあげて笑いあった仲間を持てたことを誇りに思います。

そして、ピアノの会の活動を行うにあたり関わった全てのみなさまに大変感謝しております。 

 

本日でピアノの会会員として最後となる演奏を、卒業生一同精一杯演奏いたしますので、ど

うぞリラックスしてお聴きいただけたら幸いです。 

 

 

 

 

 

２０１２年３月２０日 

 

上智大学ピアノの会 卒業生代表 

第１２代会長 岸えりな 

 

 

 



上智大学ピアノの会 

 

上智大学ピアノの会とは。 

ピアノが好きな仲間が集まって演奏会を開いたり、 遊んだり、日々楽しく活動しているサー

クルです。 現在会員は 75名前後います。セミプロ級の腕の持ち主から大学に入ってピアノを

再開した人まで様々ですがそれぞれピアノを楽しんでいます。 

また、当サークルは東京六大学ピアノ連盟（通称：六連）にも加盟しておりますので、他大学

のピアノサークルとの交流もできます。 

発足後１０年以上が経ち、多くのＯＢ・ＯＧも輩出しています。卒業生の方も、演奏会などの

イベントに積極的に参加してくださり、現役生・卒業生ともども充実したピアノ・ライフを送る場

として機能しています。 

 

入会について。 

特に資格などはありません。学年、所属大学もどこでも OK。 会員の誰かにピアノの会に入り

ます！と宣言して入会金を払えば、貴方も今日からピアノの会の一員です。  

入会希望の方は気軽にメールやミーティングへ見学にいらして下さい。 

 

当サークル入会についてはもちろん、演奏会等についてのご質問や 

ご意見、ご感想などもお待ちしております。 

メールアドレス info@sophia-piano.com 

ＨＰ http://sophia-piano.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフィア祭での 

演奏会の様子 

 

http://sophia-piano.com/


プログラム 

 

第一部 

１． 有志の４年生による連弾企画 『おもしろピアノ連弾ミックス～ぞうさん木星へいく～』より 

・〈ぞうさん、木星に行く〉    宇佐美広治 島田恭子 

・〈ＯＨ！まきばの運動会〉    小菅由莉   冨子定勇 

・〈ボギー大佐のはとぽっぽ〉    浅田拓海   岸えりな 

・〈ロングロングな春の小川〉    根本千陽   林祐希 

・〈大きな栗の木の下で世界の友達と踊ろう〉  池上圭樹   藤枝潤哉 

 

～休憩～ 

 

第二部 

１．ファイナルファンタジー７より〈闘う者達〉  植松伸夫 

岩崎 クラウド 

２．《10の絵画風小曲集》より第７番〈村の踊り〉  シャブリエ 

松尾 麻由 

３．〈華麗なる大円舞曲〉    ショパン 

伊藤 アスカ 

４．《幻想小曲集》より第１番〈夕べに〉、第２番〈飛翔〉 シューマン 

清水 優里 

５．《楽興の時》より第３番、第４番   ラフマーニノフ 

吉田 翔馬 

 

～休憩～ 

 

第三部 

 

１．ソナタニ長調 K.．５７６ 第１楽章   モーツァルト 

  舟歌      ショパン 

冨子 定勇 

 



 

 

 

２．It'll Be Magical! ～東京ディズニーシー開園 10周年記念テーマソング～ John Kavanaugh 

島田 恭子 

３．バラード第３番     ショパン 

根本 千陽 

４．《四季》より〈６月 舟歌〉    チャイコーフスキィ 

林 祐希 

～休憩～ 

 

第四部 

１． バラード第４番     ショパン 

曽我 友介 

２． スケルヅォ第３番    ショパン 

今井 清裕 

３．《抒情小曲集第１０集》より第１番〈その昔〉  グリーグ 

ピアノ・ソナタ第２１番《ワルトシュタイン》第１楽章 ベートーヴェン 

森 琢也 

～休憩～ 

 

第五部 

１．幻想即興曲     ショパン 

宇佐美 広治 

２．《幻想的小曲集》より第２番〈前奏曲嬰ハ短調〉「鐘」 ラフマーニノフ 

〈パガニーニの主題による狂詩曲〉より第１８変奏 ラフマーニノフ 

藤枝 潤哉 

３．ノクターン第４番    ショパン 

小菅 由莉 

４．〈ＳＡＫＵＲＡ〉、〈TOMORROW〉   藤原いくろう 

岸 えりな 

 



演奏者のコメント 

理工学部物質生命理工学科 ４年 浅田拓海 

また４年生で一緒に弾ける、このような機会があってありがたいです。 

最後なので楽しく連弾したいと思います。 

 

経済学部経済学科 ４年 池上圭樹 

皆さんお久しぶりです。今年度は多くの人の意志や方向性が崩され、ただでさえ見つけること

が難しい絶対的な価値観が、一層掴み辛い１年でしたね。 

でもその中で、揺るぎない価値があるピアノを趣味として持つことは、自分の意志を支える力

の一つになりました。ピアノの会の皆さんに感謝を申し上げると共に、ピアノを大切にする心を

いつまでも忘れないようにしたいと思います。 

 

理工学部情報理工学科 ２年 岩崎クラウド 

２月に３ＤＳでシアトリズム・ファイナルファンタジーという音ゲーが出ましたね！さらにＦＦの音

楽が好きになった岩崎です。 

きっとノリノリで弾くと思うので先輩方にも楽しんでもらえればと思います^^ 

 

外国語学部英語学科 １年 松尾麻由 

アイルランドからつい先日、帰国しました。時差ぼけがまだ直っていないかもしれませんが、頑

張りますので、どうぞお聞き下さい！ 

 

法律学部法律学科 １年 伊藤アスカ 

この曲の持っている明るい雰囲気が好きなので、また弾くことにしました。ネタ切れかと言われ

れば否定はしませんが、自分ができる範囲で頑張って弾きます。 

 

文学部国文学科 ２年 清水優里 

卒業おめでとうございますです( ^∇^)☆卒コン用に練習してた曲ではなかったんですが、「夕

べに」＝卒業→「飛翔」＝好スタート→なにこれ(題名が)ピッタリ!!Σ (゜∀゜)…という小学生並の

連想の結果この２曲を抜擢しました(笑 

 

総合人間科学部社会学科 ２年 吉田 翔馬 

4年生のみなさんご卒業おめでとうございます！！先輩方には今まで大変お世話になりまし 
た。感謝の気持ちを込めて演奏したいと思います♪ 



経済学部経済学科 ４年 冨子定勇 

もう卒演ですか、そうですか。僕はまだ勉強したいのでもう１年 P会のお世話になります（笑） 

せっかくなんであと１年、もっともっとたくさんの人と連弾や二台ピアノがしたいです。あと、一

回協奏曲の二台やってみたいなぁと思ってます。管弦楽団へのアプローチも相手にしてくれな

かったし。ただ伴奏だけ頼むのも申し訳ないんで僕も伴奏やって１楽と３楽で入れ替えみたい

な、どうでしょう？ 

今までずっと他のサークル中心で、ピアノはその場しのぎになっていたので最後くらい真正面

からピアノに向き合いたいと思っています。が、今回はまたその場しのぎです m(_ _)m 

 

理工学部物質生命理工学科 ４年 島田恭子 

とうとう 4年生！もう卒業です！！ピアノの会ですごした日々は私の大学生活のなかでも大き

な部分を占めていて、離れるのがさみしいです（ ;  ; ）今まで仲良くしてくださってありがとうご

ざいました 。 さて、今回弾く曲ですが、ディズニーシー10周年記念ショーの私の大好きな曲

です♪個人的に思い出があったりして…w あんまり知らない人が多いと思いますが、華やか

な曲なので楽しんでもらえると思います(^^) 合言葉は Be Magical!** 

 

法学部法律学科 ４年 根本千陽 

4年間過ごしたピアノの会を卒業するのはとても寂しいです><  ピアノの会では皆さんのおか

げで楽しく、そして良い刺激を受けながら過ごすことができました。今日は皆さんへの感謝の

気持ちを込めて演奏したいと思います。4月からサラリーウーマンとしての厳しい生活が始ま

りますが、今後も休日の演奏会などに遊びに行きたいと思っているので、よろしくお願いしま

す!!*'∀`* 

 

理工学部機能創造理工学科 ４年 林祐希 

こんにちは、4年の林です。正直、大学卒業だなんて信じられないです。この前入学したばか

りだと思ってたのに…!! でも、ピアノの会では副会長やったり六連理事やったり、学生時代の

思い出をたくさん作ることが出来ました!! 今までピアノの会でお世話になった方々に改めて感

謝したいと思います。 実際、大学院でまだ 2年間は学生なので、またピアノの会にお邪魔す

ることがあると思います。その時は暖かく迎えて下さいね!! ありがとうございました。 

 

総合人間科学部社会学科 ４年 曽我友介 

カナダへの逃避行や就職氷河期、辻派での活動など、6年間の思ひ出をバラードに込めたい 

です。こんな私も 4月からサラリーマソです。学生時代オワタ＼(^o^)／ 



経済学部経済学科 ＯＢ 今井清裕 

卒業生の皆様卒業おめでとうございます。進路はそれぞれ違い、今のメンバー、同期のメンバ

ーと会う機会はガクッと下がってしまいますが 

ピアノを通して（OBも含め）どこかでつながっていたいものですね。社会に出る方は腹をくくっ

て厳しい厳しい社会の荒波にもまれながら 

お互いがんばっていきましょう。例会 OB ver.みたいのやったらみんな参加する・・・？ 

 

理学系研究科物理学専攻 修士２年 森琢也 

 2年前に, 理工学部物理学科を卒業した森です. 練習不足で拙い演奏ですが, よろしくお願

いします.  

 

経済学部経済学科 ４年 宇佐美広治 

大学生のうちに弾いておきたい曲だったので、挑戦してみます。 

ピアノは今後も続けていきたいです。 

 

外国語学部ロシア語学科 ４年 藤枝潤哉 

お集まりの方、ありがとうございます。一緒に卒業する方、おめでとうございます。 

演奏会になかなか参加できなかったのは残念ですが、皆様と今日を迎えられることを嬉しく思

います。卒論でラフマーニノフを扱ったことですし、今日はラフマーニノフの作品を弾きます。前

奏曲嬰ハ短調は、１年の定演で弾いた思い出の曲です。「前奏曲」の名の通り、そしてこの曲

を構成する「開始」を告げるロシア正教の儀礼的鐘のリズム・パターンｒｙが示す通り、今日が

終わりではなく門出の鐘として演奏したいと思います†〈パガニーニ狂詩曲〉の第１８変奏は、

基本的に暗くて鬱な曲が好きな自分とって、初めての綺麗系な曲です。ｇｋｂｒしてますｗ 

 

外国語学部フランス語学科 ４年 小菅由莉 

今年度は演奏会に参加する機会があまりなかったので、最後の最後に卒コン嬉しいです♪ 

心を込めて演奏いたします。 

 

理工学部物質生命理工学科 ４年 岸えりな 

4年生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。同期がいなくなるのはとてもさみしいです。こ

れから新しい世界に旅立つ同期に、それから後輩に今までの感謝をこめて本日は演奏したい

と思います。あと二年間上智からみんなを応援してます！(^^) 



楽曲解説 

※第一部、企画連弾の解説は割愛させて頂きます。 

第二部 

・ファイナルファンタジー７より〈闘う者達〉 

作曲者：植松伸夫(1959-) 

解説：人気ゲーム「ファイナルファンタジー７」の挿入曲であり、戦闘の際に用いられている。

〈闘う者達〉は、サウンド・トラックにも収録されている人気曲。 

 

・《10の絵画風小曲集》より第７番〈村の踊り〉 

作曲者エマニュエル・シャブリエ(1841-1894), 作曲年 1880-1881 

解説：フランス音楽の先駆け的存在、シャブリエの作品。〈村の踊り〉は古典的３部形式を持ち、

ベートーヴェンのピアノ・ソナタ第２５番の一部を伴う、ポリフォニー（複数の声部を持った対位

法的な音楽）を含む。 

 

・.ワルツ第１番〈華麗なる大円舞曲〉op.18 

作曲者フレデリック・ショパン(1810-1849), 作曲年 1833 

解説：「華麗なる大円舞曲」としてよく知られるこのワルツは、ショパンにとって、出版された初

めてのワルツである。ショパンは深く想いを寄せたマリア・ヴォドジンスカに、このワルツを贈っ

ている。以降、ショパンのワルツは上流階級の令夫人や令嬢に贈られることが慣習となった。 

 

・《幻想小曲集》op.12より第１番〈夕べに〉 第２番〈飛翔〉 

作曲者ロバート・シューマン(1810-1856), 作曲年 1837 

解説：〈夕べに〉は「夕べの穏やかな情景」を描くため、〈飛翔〉は自身の二面性の片側である

「高い情熱、欲望」をイメージし、本人によって標題がつけられた。〈夕べに〉は時間を忘れてた

たずんでしまうような夕べの情景を、〈飛翔〉は軽やかな主題が、 想像力や幻想力の自由で

力強い飛翔を感じさせる。 

 

・《６つの楽興の時》op.16より第３番、第４番 

作曲者セルゲーイ・ラフマーニノフ(1873-1943), 作曲年 1896 

解説：１９世紀末～２０世紀の作曲家であるが、生涯調性を守ったラフマーニノフらしく、内容

はショパンやリストを思わせる、ピアニスティックで演奏効果の高い６つの小品による曲集。第

３番、第４番共に、哀愁漂う旋律で非常にラフマーニノフらしい作品と言える。 



 

第三部 

・ソナタニ長調 K．５７６、第１楽章 

作曲者 ヴォルフガング・モーツァルト(1756-1791), 作曲年 1789 

解説：モーツァルトが訪独した際、プロイセン王フリードリヒ・ヴィルヘルム２世の要望を受け、

ウィーンで作曲された。モーツァルトのソナタの中でも最も難しいとも言われる。第１楽章はソ

ナタ形式をとる。旧全集ではソナタ第１７番、新全集ではソナタ第１８番にあたる。 

 

・舟歌 op.60 

作曲者 フレデリック・ショパン(1810-1849), 作曲年 1845-46 

解説：ヴェネチアの街でゴンドラを漕ぎ、１４セクションに分けられた風景描写を体現するかの

ような効果を持つ。その物語性と抒情性とを見事に融合させたショパン晩年期の最高傑作と

評される。この複雑さや、体系面、多くの要素を含む点から、ショパン研究の良対象でもある。 

 

・It'll Be Magical ! ～東京ディズニーシー開園 10周年記念テーマソング～ 

作曲者 John Kavanaugh 

解説：東京ディズニーシー開演１０周年を祝うアニバーサリー・イベント“Be Magical!”のテーマ

ソング。ショーでは、ミッキーマウスやディズニーの仲間たちがゲストの皆さんに様々な魔法を

かけていく。曲も、魔法をイメージした明るくて華やかな曲で、聴いている人々を夢の国にいる

かのような気分に誘う。 

 

・バラード第３番 変イ長調 op.47 

作曲者 フレデリック・ショパン (1810-1849), 作曲年 1840-1841 

解説：バラード Ballade はショパンがピアノ作品に初めて用いた名称で、ポーランドの詩人アダ

ム・ミツキェヴィチの「バラッド」Ballad（物語、寓意を含む詩を伴う歌）が由来といわれる。その

名の通り、壮大な物語を語るような、優雅で洗練された曲である。 

 

・《四季》op.37bより〈６月 舟歌〉 

作曲者ピョートル・チャイコーフスキィ(1840-1893), 作曲年 1875-76 

解説：雑誌の企画により、毎月その月の描写を詩とともに連載したもの。 

〈６月 舟歌〉には、美しい夜に恋人を岸辺に誘う、プレシシェーエフの詩の冒頭が添えられて

いる。 



 

第四部 

・バラード第４番 ヘ短調 op.52 

作曲者 フレデリック・ショパン（1810-1849）, 作曲年 1842-1843 

解説：この曲は患っていた結核が悪化したショパンが、サンドが持つノアンの別荘に移り滞在

中に書いたものである。健康状態の悪化に見舞われたが、創作面では充実していた時期であ

る。後にサンドとは彼女の子供のことで別れてしまうが、円熟な時期でもあった。 

 

・スケルツォ第３番 嬰ハ短調 op.39 

作曲者 フレデリック・ショパン（1810-1849）, 作曲年 1839 

解説：スケルツォはイタリア語で「冗談」を意味し、従来は簡明な形式で明るく軽く小規模な曲

を指したが、ショパンのスケルツォは、一見するとこうした伝統にまったく反し、暗く深刻なうえ

に大規模である。 

 

・《抒情小曲集第１０集》op.71より第１番〈その昔〉 

作曲者エドヴァルド・グリーグ(1843-1907), 作曲年 1901 

解説：グリーグは標題的な小曲集《抒情小曲集》に 30 年以上取り組み、全 10 集、のべ 66 曲

を残している。〈その昔〉は最後の集の曲で、第一部にスウェーデン民謡、中間部にはノルウェ

ー舞曲が用いられている。 

 

・ピアノ・ソナタ第２１番 ハ長調 op.53 〈ワルトシュタイン〉, 第１楽章 

作曲者ルートヴィヒ・ベートーヴェン(1770-1827), 作曲年 1803-1804年 

解説：理解者であり後援者である、ヴァルトシュタイン伯爵に献呈された、中期のソナタ。〈熱

情〉とともに、中期の重要なソナタである。高い音楽性を要求することはもちろん、打楽器的に

繰り返される和音の連続打鍵など、非常に高度な技術も要求する難曲である。 

 

 

 

 

 

 

 



 

第五部 

・即興曲 op.66（遺作）〈幻想即興曲〉 

作曲者 フレデリック・ショパン（1810-1849）, 作曲年 1835 

解説：ショパンが最初に書いた即興曲であり、1835 年にエステ公夫人に献呈、その音楽帳に

作曲家自ら浄書した。この時ショパンは出版を意図していなかったが、ショパンの死後 1855年、

友人フォンタナの手によってドイツで出版された。 

 

・《幻想的小曲集》op.3より第２番〈前奏曲嬰ハ短調〉「鐘」 

作曲者セルゲーイ・ラフマーニノフ(1873-1943), 作曲 1892年 

解説：モスクワ音楽院を卒業後、同年に作曲された。本人は、「鐘」と題してはいないが、ロシ

アの巨大な鐘の特徴（調律されていない、鐘を動かさずに鳴らす等）を捉えて作曲されている。

「前奏曲」に相応しく、「ロシア正教の開始を告げる儀礼的鳴らし方」の要素を多分に含む。 

 

・〈パガニーニの主題による狂詩曲〉op.43より第１８変奏 

作曲者セルゲーイ・ラフマーニノフ(1873-1943), 作曲年 1934 

解説：原曲は、パガニーニの主題とディエス・イレを用いてオーケストラとピアノのために書か

れた。最も有名な第１８変奏は、パガニーニの主題を上下逆さまにしたものであり、これを思い

ついた時にはホロヴィッツに「これでブラームス、リストに勝てる」と告げたほどの自信作。 

 

・《３つのノクターン》作品１５第１番 ノクターン第４番 

作曲者フレデリック・ショパン（1810-1849）, 作曲年 1830-33 

解説：それまでの第１～第３番に比べ、華やかな中間部を入れ、A-B-B’-A’構造内の厳密な

シンメトリーな要素を入れるなど、様々な試みがみられる作品。con fuoco（炎を伴って）で始ま

る中間部は、ショパンのノクターンのイメージとは大きく異なる。 

 

・ＳＡＫＵＲＡ、ＴＯＭＯＲＲＯＷ 

作曲者：藤原いくろう(1958-) 

ポップスとクラシックを融合させることが得意な編作曲家兼ピアニスト、藤原いくろうの作品。

SAKURA は、サクラが一面に咲く山の絵をイメージして作られ、あたかも歌詞があるかのよう

な旋律を持つ。TOMORROWは、テレビ・ドラマ「愛し君へ」のテーマ曲である。転調後のダイナ

ミックな後半部が特徴的。 


